
裏面も御覧ください 

軽症かつ高額の認定基準について 

 

  難病医療費助成の認定は、定められた（1）診断基準（医療費助成の対象疾病にかかっ

ているか）と（2）重症度基準（症状の程度が一定以上か）の二つを満たしているかどう

かを審査することにより行われます。原則として、審査の結果、上

記二つの基準の両方を満たした場合に認定されます。 

 しかしながら、診断基準は満たすものの、適切な服薬等の治療に

よって症状が抑えられたり改善したりした結果、重症度基準を満た

さない（軽症）という場合も考えられます。 

 このような場合においても、対象期間内において一定額以上の医

療費がかかっている方について、医療費助成の対象として認定し、

患者さんの負担軽減を図るものが「軽症かつ高額」の制度です。 

 

１ 照会対象の方及び認定基準 

 【照会対象の方】 

 

 

 

【認定基準】 

 照会対象の方のうち、下記の基準を満たした方は申請が認定されます。 

 

 

 

 

 

  ※１ 提出いただいた臨床調査個人票に、発症日が記載されていない場合や「不明」

となっている場合には、申請日の属する月以前の１２か月の期間で医療費内訳

の照会をしています。 

  ※２ 患者さんが実際に医療機関の窓口で支払った額ではなく、加入する健康保険が

負担する分を含めた額（１０割分）です。 

 

２ 医療費総額 

医療費総額は、加入する医療保険が負担する金額も含みます。患者さんが窓口で支

払う自己負担額に換算すると、１か月当たりおおむね次の金額になります。 

医療機関等での支払における自己負担割合 月当たり自己負担額（目安） 

３割 １０，０００円 

２割 ６，６７０円 

１割 ３，３３０円 

 

医療費助成の対象疾病にかかっている（診断基準を満たす）が、症状の程度が

一定以下（重症度基準を満たさない）の方。 

 

医療費助成の申請をした日の属する月以前の１２か月以内（申請月を含む。な

お、発症日が申請日から過去１年未満の場合は、発症日から）※１において、申

請した難病にかかった医療費又は難病医療費助成対象の介護サービス利用料の

総額※２が、３３，３３０円を超える月が３か月以上ある。 

〇=満たす ×＝満たさない 

重症度基準 



 

 

 

 

 

３ 医療費の算定対象期間 

① 発症から１年以上経過している方→申請した日の属する月から１２か月前の期間 

例：平成２８年８月が申請月 → 平成２７年９月から平成２８年８月までの医療費で算

定 

 

 

② 発症から１年未満の方→難病を発症したと認められた月から申請日の属する月まで

の期間 

例：平成２８年１月に発症し、同年８月に申請 →平成２８年１月から平成２８年８月ま

での医療費で算定 

 

 

４ 認定されない例 

 

 

平成27年 平成28年 平成29年
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

× ○ × × × × ○ ○ × ○ × ○難
病
発
症

支給認定期間

申
請
手
続

３か月以上の高額な医療費を要した月

（○印は、33,330円を超えた月）

過去12か月以内に33,330円を超えた月が

3か月以上あるため、支給認定を行う。

平成27年 平成28年 平成29年
11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

× × 〇 〇 × 〇 〇
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申
請
手
続

３か月以上の高額な医療費を要した月

（○印は、33,330円を超えた月）

難病発症後に33,330円を超えた月が

３か月以上あるため、支給認定を行う。

平成27年 平成28年 平成29年
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

× ○ × × × × × × × 〇 × × 〇 〇 × ×難
病
発
症 申

請
手
続

申請手続後に33,330円を超えた月があって

も、算定対象外

過去12か月以内に33,330円を超えた月が

3か月に満たないため、支給認定されない。


